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　新型コロナウイルス感染症の著しい増加が続いています。
　また、インフルエンザとの同時流行が懸念されます。
　「新しい生活様式」を取り入れつつ、自分自身や家族、友人、
同僚など大切な人を守るためにも、引き続き「手洗いの徹底」
「マスクの着用」「3つの密の回避」を強く意識し、行動し
てください。体調管理にはくれぐれもご留意ください。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
「
日
高
豊
岡
南
道
路
」
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

“
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
ウ
オ
ー
ク
”

 　

10
月
25
日
㈰

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と

但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
高
北
Ｉ
Ｃ

ま
で
の
往
復
４
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
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青
あお

山
やま

　憲
けん

司
じ

　副議長

　

全
議
員
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
２
度
目
の

議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
大
変
身
に
余
る

光
栄
で
す
が
、
そ
の
重
責
に
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

の
兆
し
が
一
向
に
見
え
ま
せ
ん
。
公
的
・

私
的
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
や
延
期
に

な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
予
防
力
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
の
再
起

動
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
1
日
に
は
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

が
但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
4
月
に
は
県
立
の

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
が
、
豊
岡
に

開
学
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
る
い
、
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
事
業
が
展
開

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
議
会
も
市
民
の

皆
さ
ま
の
大
き
な
負
託
に
応
え
、
市
民
に

寄
り
添
う
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
目
線

に
立
っ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。市
民
福
祉
の
向
上
、

市
政
進
展
の
た
め
、全
力
投
球
す

る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

11
月
臨
時
会

新たな議会体制で始動！

議長　嶋　﨑　宏　之

夢と希望にあふれる豊岡市に！
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令和２年第６回豊岡市議会（臨時会）を11月12日に開催しました。
臨時会では、正副議長を選任し、監査委員の選任議案に同意をしました。
続いて、各常任委員等を選任し、新しい議会体制がスタートしました。

松
まつ

井
い

　正
ただ

志
し

　監査委員 嶋
しま

﨑
ざき

　宏
ひろ

之
ゆき

　議長

11月臨時会

新たな議会体制で始動！
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◎西
にし
田
だ
　　真

まこと
（66歳）　ひかり

福祉のまちとして、障害者、高齢者
の生きがいの場となる居場所作り。
子育て支援の充実。

　井
いの
上
うえ
　正

まさ
治
はる

（69歳）　とよおか市民クラブ

コロナ禍、豊岡市の「現在」と「未来」
を見据え、新しい地域づくりに努め
ます。

　土
は
生
ぶ
田
た
　仁
ひと
志
し

（71歳）　新生とよおか

今一度初心に返り「徹底現場主義」
を貫き、親切丁寧に対応し、まちづ
くりにチャレンジします。

　浅
あさ
田
だ
　　徹

とおる
（68歳）　新生とよおか

安心・安全に暮らせ、若者に選ばれ、
コロナ禍の地域経済を元気にする温
もりと活力ある町づくり。

　田
た
中
なか
　藤

とう
一
いち
郎
ろう

（53歳）　新生とよおか

市の財政は益々厳しさが増すが、今
後も市民・次世代のためにブレるこ
となく市政に臨んでいく！

◯竹
たけ
中
なか
　　理

さとる
（55歳）　豊岡市議会公明党

残り1年を悔いの無いよう頑張りま
す。徹して地域に飛び込み、皆さん
の声を政策実現します。

　奥
おく
村
むら
　忠
ただ
俊
とし

（73歳）
日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

合併から16年。市民の暮らしや環境
は「幸せ」を実感する町になったのか、
改めて点検したい。

※嶋
しま
﨑
ざき
　宏
ひろ
之
ゆき

（73歳）　とよおか市民クラブ

コロナ禍にもめげず、地域の吸引力
を高め、社会・経済活動の再起動を
強力に推進して行く。

１　

基
本
構
想
と
市
政
運
営
に
つ
い
て

２　

地
方
創
生
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

３　

地
方
財
政
及
び
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

４　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

５　

地
域
情
報
化
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

６　

消
防
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

７　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て

８　

ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

９　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
予
算
編
成
・

執
行
に
つ
い
て

※12月１日現在

※議長のため委員会所属辞退

　新しい委員会構成と23人の　プロフィール 今期（〜2021年10月）ラストイヤー
への思い、成し遂げたいこと
◎は委員長　○は副委員長

総
務
委
員
会
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　芦
あし
田
だ
　竹
たけ
彦
ひこ

（65歳）　豊岡市議会公明党

新型コロナの感染拡大防止と社会・
経済活動の両立を進め、皆さまの声
を政策実現に反映する。

◎上
うえ
田
だ
　伴
とも
子
こ

（70歳）
日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

子育て世帯応援をママの目線で、よ
り深く、より鋭く追求していきたい。

　関
かん
貫
ぬき
　久

く
仁
に
郎
お

（64歳）　新生とよおか

いつものように、いつもの自分で。「照
于一隅」であることを常に思い、や
るべき仕事をやる。

　青
あお
山
やま
　憲
けん
司
じ

（64歳）　ひかり

議会の防災機能向上や若い世代、女
性に政治、経済、まちづくりへの関
心を促す活動に努める。

　伊
い
藤
とう
　　仁

ひとし
（58歳）　とよおか市民クラブ

たくさんの方と会話し、意見や思い
に寄り添い、発言していきたい。任
期いっぱい頑張ります。

○上
うえ
田
だ
　倫
みち
久
ひさ

（69歳）　新生とよおか

子育て支援総合拠点、生涯学習サロ
ンの整備と展開、および公立豊岡病
院の活性化を図りたい。

　松
まつ
井
い
　正
ただ
志
し

（69歳）　とよおか市民クラブ

愚痴を言わず、むきにならず、平常
心を旨として、一人ひとりが納得で
きるまちづくりを目指します。

１　

福
祉
等
の
充
実
に
つ
い
て

２　

医
療
の
確
保
に
つ
い
て

３　

環
境
衛
生
に
つ
い
て

４　

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

５　

教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

６　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

７　

文
化
財
の
保
護
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

８　

生
涯
学
習
に
つ
い
て

９　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　新しい委員会構成と23人の　プロフィール

文
教
民
生
委
員
会

　市民の皆さまに
議員を身近に感じ
ていただきたいと
の思いからプロ
フィールを紹介し
ます。
　ご覧ください。



　新しい委員会構成と23人の　プロフィール
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◎福
ふく
田
だ
　嗣

つぐ
久
ひさ

（67歳）　とよおか市民クラブ

大きな潮流である人口減少下で少し
でも持続可能性を追求し、地域振興
を一歩ずつ前へ進めたい。

　石
いし
津
づ
　一

ひと
美
み

（67歳）　豊岡維新の会

高齢者やひとり親家庭の子どもたち
が集まれる居場所づくりとシェアハ
ウスの取り組みの実現化！

　椿
つばき
野
の
　仁

ひと
司
し

（67歳）　とよおか市民クラブ

愛せる誇れるふるさと創りを目指し
て、今まで以上に「明るく　元気に   
前向きに」力を尽くします。

　足
あし
田
だ
　仁

ひと
司
し

（68歳）　ひかり

議員になって無我夢中のうちに3年が
経ちました。もう1年、市民のために
頑張りたいと思います。

　木
き
谷
たに
　敏

とし
勝
まさ

（66歳）　新風とよおか

10年先を見て今を考え行動し、引き
続き厳しいご意見を力に変えて、市
政推進に取り組みます。

◯清
し
水
みず
　　寛

ひろし
（48歳）　新生とよおか

一般質問や委員会でＩＣＴの活用を
進め、どう深化できるのか可能性を
考えていきたい。

　岡
おか
本
もと
　昭

しょう
治
じ

（65歳）　新生とよおか

「対話・実行・連携」市民の皆さまと
のお約束を日々確認し、緊張感をもっ
て活動したい。

　村
むら
岡
おか
　峰
みね
男
お

（72歳）
日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

市政を動かす原動力は市民の世論だ。
個人市民税の超過負担は、市民世論
と運動で廃止させたい。

１　

環
境
経
済
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

２　

�

農
林
水
産
業
・
商
工
・
観
光
・
特
産
振
興
等
経
済

支
援
、
地
域
活
性
化
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

３　

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

４　

地
域
内
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

５　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

６　

公
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

７　

�

下
水
道
事
業
計
画
及
び
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

進
に
つ
い
て

８　

専
門
職
大
学
と
演
劇
の
ま
ち
に
つ
い
て

９　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
地
域
経
済
対
策
に

つ
い
て

※12月１日現在

建
設
経
済
委
員
会

　新しい委員会構成と23人の　プロフィール 今期（〜2021年10月）ラストイヤー
への思い、成し遂げたいこと
◎は委員長　○は副委員長



　新しい委員会構成と23人の　プロフィール
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１　一般会計予算に関する事項
２　一般会計決算に関する事項

１　議会の運営に関する事項　　　　　　
２　会議規則、委員会条例等に関する事項
３　議長の諮問に関する事項　　　　　　

◎　青　山　憲　司
○　西　田　　　真
○　上　田　伴　子
○　福　田　嗣　久
　　浅　田　　　徹
　　芦　田　竹　彦
　　足　田　仁　司
　　石　津　一　美
　　伊　藤　　　仁
　　井　上　正　治
　　上　田　倫　久

　　岡　本　昭　治
　　奥　村　忠　俊
　　関　貫　久仁郎
　　木　谷　敏　勝
　　清　水　　　寛
　　竹　中　　　理
　　田　中　藤一郎
　　椿　野　仁　司
　　土生田　仁　志
　　松　井　正　志
　　村　岡　峰　男

◎　関　貫　久仁郎
○　椿　野　仁　司
　　上　田　伴　子
　　清　水　　　寛
　　竹　中　　　理
　　田　中　藤一郎
　　西　田　　　真
　　福　田　嗣　久

市議会選出議員

特別委員会

予算決算委員会
（議長を除く22名）

議会運営委員会
（8名）

　新しい委員会構成と23人の　プロフィール

議会広報広聴（８名） 人口減少対策等調査（７名） 防災対策調査（７名）

◎　岡　本　昭　治
○　竹　中　　　理
　　青　山　憲　司
　　石　津　一　美
　　上　田　伴　子
　　上　田　倫　久
　　木　谷　敏　勝
　　松　井　正　志

◎　田　中　藤一郎
○　芦　田　竹　彦
　　伊　藤　　　仁
　　井　上　正　治
　　関　貫　久仁郎
　　西　田　　　真
　　村　岡　峰　男

◎　足　田　仁　司
○　土生田　仁　志
　　浅　田　　　徹
　　奥　村　忠　俊
　　清　水　　　寛
　　椿　野　仁　司
　　福　田　嗣　久

北但行政事務組合議会（８名） 公立豊岡病院組合議会（10名） 但馬広域行政事務組合議会

上　田　伴　子
岡　本　昭　治
清　水　　　寛
竹　中　　　理

田　中　藤一郎
西　田　　　真
福　田　嗣　久
松　井　正　志

青　山　憲　司
芦　田　竹　彦
足　田　仁　司
伊　藤　　　仁
井　上　正　治

上　田　倫　久
関　貫　久仁郎
椿　野　仁　司
土生田　仁　志
村　岡　峰　男

嶋　﨑　宏　之
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新
型
コ
ロ
ナ
は
、
子
ど
も
た
ち

や
高
齢
者
、
非
正
規
職
員
や
零
細

事
業
者
な
ど
、
弱
い
立
場
に
あ
る

人
々
へ
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
新
し
い
生
活
様
式
の

推
進
、
危
機
に
強
い
地
域
経
済
を

構
築
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

す
。

　

市
民
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を

も
と
に
、
会
派
の
議
員
そ
れ
ぞ
れ

が
立
場
や
地
域
の
違
い
を
乗
り
越

え
て
真
摯
な
議
論
を
進
め
、
一
人

ひ
と
り
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
議
員
活
動
と
議
会
運
営
に
努
め

ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
」
が
市
政
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
１
人
の
女
性
を

含
む
３
人
の
会
派
で
す
。
市
政
の

目
標
は
「
市
民
が
主
人
公
」
を
貫

き
、
ど
ん
な
課
題
で
も
、
市
民
の

立
場
・
市
民
の
目
線
で
、
時
に
は

市
長
と
も
対
峙
・
論
戦
を
交
わ
し

て
き
ま
し
た
。
議
員
任
期
最
後
の

１
年
は
、
市
長
選
挙
・
総
選
挙
・

県
知
事
選
挙
も
あ
り
、
市
民
の
暮

ら
し
に
と
っ
て
国
政
も
県
政
も
大

い
に
関
係
あ
り
で
す
。
会
派
の
平

均
年
齢
は
高
い
で
す
が
、
政
治
改

革
の
心
意
気
も
高
く
、
健
康
志
向

も
高
い
会
派
で
す
。

　

一
人
親
方
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
に
が
あ
っ
て
も

自
分
が
ど
う
で
あ
れ
、
国
・
県
・

市
と
の
連
携
は
大
事
に
し
、
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
「
義
理
と
人
情
」
を

大
事
に
し
て
「
欲
は
な
く　

決
し

て
怒
ら
ず　

い
つ
も
静
か
に
笑
っ

て
い
る
」
こ
と
を
心
が
け
、
発

言
・
行
動
を
起
こ
し
、
議
会
・
議

員
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
地
域

の
な
か
で
多
世
代
に
よ
る
支
え
あ

い
が
不
可
欠
で
あ
り
、
高
齢
者
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
れ
る
居
場
所
づ
く
り
や
、
福

祉
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
多
世
代
交
流
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
成
で
き
る
空
間

が
必
要
で
あ
り
「
笑
い
あ
い
・
学

び
あ
い
・
支
え
あ
う
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
皆
の
居
場
所
や
「
助
け

て
！
」
と
言
え
な
い
市
民
の
環
境

を
変
え
て
い
く
予
防
の
形
の
ひ
と

つ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

とよおか

市民クラブ
日本

共産党・あおぞら
豊岡市会議員団

新風とよおか
豊岡

維新の会

今、未来を守る健全で活力ある市政の推進 「市民が主人公」を貫きます

10年先を見て、「今」を行動します！子どもと高齢者がともに支えあえる環境を！

代　　表　井上　正治
副 代 表　松井　正志
総務（会計）　伊藤　　仁

嶋﨑　宏之
椿野　仁司
福田　嗣久

　団　長　奥村　忠俊
　幹事長　村岡　峰男
　会　計　上田　伴子

　幹事長　木谷　敏勝幹事長兼会計　石津　一美

このページは各会派の責任に　おいて作成したものです。
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会派名簿

　

今
期
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
新
し
く
生
ま
れ
た
保
守
系

会
派
で
す
。　

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
負
託
を
受

け
た
議
員
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
信
念
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
の
持

続
と
繁
栄
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安

寧
を
願
い
活
動
を
進
め
る
集
団
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
政
の
一

挙
一
動
を
注
視
し
、
声
を
聴
き
、

事
を
学
び
、
深
く
考
え
、
思
い
を

発
し
、
会
派
全
員
で
十
分
に
議
論

を
重
ね
「
是
は
是
」、「
非
は
非
」

と
提
言
で
き
る
会
派
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
英
知
を

全
集
中
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

負
託
に
応
え
て
行
き
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
市
政
に
対
す

る
提
案
や
監
視
機
能
を
果
た
す
大

事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ひ

か
り
が
強
け
れ
ば
、
影
は
濃
く
な

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
も
同
じ

こ
と
が
言
え
ま
す
。
ひ
か
り
に
偏

り
は
な
い
か
、
ひ
か
り
が
届
い
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
か
、
貧
困

に
苦
し
む
人
な
ど
弱
い
立
場
の
市

民
へ
の
ひ
か
り
は
十
分
か
。
市
の

財
布
の
中
身
や
使
い
道
は
大
丈
夫

か
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
女
性
・

子
ど
も
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々

が
住
み
よ
い
か
。
勤
労
者
や
事
業

者
の
暮
ら
し
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
体
制
の
下
、
コ
ロ
ナ
対

策
や
景
気
浮
揚
、
少
子
化
の
克
服

な
ど
、
市
が
直
面
す
る
重
要
課
題

に
今
後
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、
生
活

者
目
線
の
施
策
を
進
め
る
基
盤
を

一
段
と
強
化
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

公
明
党
は
草
創
期
以
来
、「
生

命
・
生
活
・
生
存
を
最
大
に
尊
重

す
る
人
間
主
義
」
を
政
治
理
念
と

す
る
「
中
道
政
治
」
を
貫
い
て
き

ま
し
た
。「
生
命
」
と
は
個
人
の

幸
福
、「
生
活
」
と
は
家
庭
・
地
域
・

社
会
の
反
映
、「
生
存
」と
は
国
家
・

地
球
環
境
の
維
持
・
発
展
で
す
。

新生とよおか

ひかり
豊岡市議会

公明党

聴き、学び、考え、発信する集団です

「暮らし最優先」のまちづくりを目指します コロナ禍を乗り越え豊岡の未来を切り開く

各会派の

抱負・取り組み

会派とは、議会で同じ政策を

持つ議員の集団をいいます。

2020年12月1日現在、

7会派があります。

　代　表　関貫久仁郎
　副代表　田中藤一郎
　会　計　清水　　寛
　　　　　浅田　　徹

上田　倫久
岡本　昭治
土生田仁志

　代　表　西田　　真
　副代表　青山　憲司
　会　計　足田　仁司

幹 事 長　竹中　　理
副幹事長兼会計　芦田　竹彦

このページは各会派の責任に　おいて作成したものです。
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予
算
決
算
委
員
会
で〝
可
決
〟

臨
時
会
で
は
賛
成
少
数
で〝
否
決
〟に
‼

︎

　

ア
イ
テ
ィ
４
階
フ
ロ
ア
の
購
入
な
ど
の
一
般
会
計
補
正

予
算
案
は
、
9
月
定
例
会
で
は
議
決
に
至
ら
ず
、

予
算
決
算
委
員
会
の
継
続
審
査
を
経
て
、

臨
時
会
で
原
案
ど
お
り
成
立
し
ま
し
た
。

　

審
議
経
過
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
９
日
の
予
算
決
算
委
員
会
（
議
長

を
除
く
22
名
で
構
成
し
、
委
員
長
は
採
決

に
加
わ
ら
な
い
）
で
審
査
を
行
い
、

そ
の
際
11
名
の
連
名
で
補
正
予
算
の

修
正
案
（
ア
イ
テ
ィ
関
連
予
算
は
削
除
、

そ
れ
以
外
の
予
算
は
原
案
ど
お
り
と
す
る

も
の
）
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
11
名
、
反
対
10
名
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
の
臨
時
会
で
は
、
予
算

決
算
委
員
会
で
の
結
果
を
も
と
に
審
議

し
ま
し
た
が
、

賛
成
９
名
、
反
対
13
名
で
修
正
案
は
否
決

さ
れ
、
そ
の
後
、

賛
成
12
名
、
反
対
10
名
で
原
案
が
成
立

し
ま
し
た
。

反対討論（3名）賛成討論（3名）
▼
性
急
、
唐
突
、
議
会
と
し
て

研
究
す
る
時
間
的
余
裕
も
な
い

提
案
で
あ
る
。
予
算
的
に
も
市

の
ま
ち
づ
く
り
や
商
業
に
と
っ

て
重
大
事
案
で
あ
り
、
深
い
議

論
と
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
駐
車
場
負
担
金
の
引
き
下
げ
、

４
階
フ
ロ
ア
買
収
も
㈱
さ
と
う

側
か
ら
出
さ
れ
た
経
営
支
援
そ

の
も
の
で
あ
る
。
多
額
の
公
金

投
入
を
す
る
こ
と
自
体
が
㈱
さ

と
う
へ
の
支
援
で
あ
る
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

の
整
合
性
か
ら
み
て
も
、
４
階

フ
ロ
ア
を
買
収
し
市
の
施
設
と

す
る
こ
と
で
、
新
た
に
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
市
民
の
施
設
が

増
加
し
、
懸
念
が
増
え
る
こ
と

は
問
題
だ
。

▼
㈱
さ
と
う
が
撤
退
す
る
こ
と

を
望
む
も
の
で
は
な
い
が
、
補

正
予
算
の
骨
格
が
フ
ロ
ア
を
購

入
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

㈱
さ
と
う
ア
イ
テ
ィ
豊
岡
店
の

赤
字
解
消
の
た
め
に
、
買
い
取

る
よ
う
市
に
求
め
、
市
が
応
じ

る
形
で
予
算
を
組
も
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
公
金
支
出
の
あ

り
方
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。

い
ち
民
間
会
社
の
経
営
支
援
だ
。

公
金
の
使
い
方
と
し
て
公
正
公

平
の
理
念
に
反
す
る
。
金
融
機

関
の
関
わ
り
方
、
市
財
政
の
長

期
見
通
し
が
厳
し
い
中
で
の
高

額
な
市
の
負
担
見
通
し
、
議
会

手
続
き
の
ま
ず
さ
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

▼
議
会
が
紛
糾
す
る
状
況
で
、

㈱
さ
と
う
と
き
ち
っ
と
話
を
し

て
い
き
た
い
、
そ
う
い
う
思
い

を
多
く
の
議
員
が
持
っ
て
い
る

中
、
当
事
者
で
あ
る
㈱
さ
と
う

が
市
長
に
会
わ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
議
会
を
軽
視
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
駅
前
再
開
発
事
業
に

㈱
さ
と
う
は
「
協
力
し
て
き
た
、

協
力
し
て
き
た
」
と
言
わ
れ
る

が
、
ア
イ
テ
ィ
で
の
営
業
が
プ

ラ
ス
に
な
る
と
い
う
経
営
判
断

で
開
業
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
市
内
で
倒
産
、

廃
業
が
増
え
、
市
税
収
入
も
減

る
中
、
こ
う
い
っ
た
判
断
が
拙

速
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
変
問

題
が
あ
る
。

10月臨時会

修正案

▼
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
等
整

備
事
業
に
着
手
す
る
た
め
に
は

早
期
に
方
向
性
を
出
す
必
要
が

あ
る
。
こ
の
事
業
の
財
源
と
な

る
国
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
の
募
集
期
限
が
迫
っ
て
お

り
、
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
議

会
の
責
任
が
重
大
で
あ
る
。

　
ア
イ
テ
ィ
は
公
民
協
同
の
施

設
で
あ
り
、
決
し
て
民
間
企
業

の
救
済
措
置
で
は
な
く
、
駅
前

再
開
発
事
業
の
継
続
策
で
あ
る
。

　
4
階
フ
ロ
ア
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
弱
い
部
分
で

あ
っ
た
子
育
て
支
援
に
取
り
組

み
、
女
性
に
選
ば
れ
る
豊
岡
市

を
目
指
す
た
め
に
も
効
果
的
な

施
策
で
あ
る
。

▼
㈱
さ
と
う
が
ア
イ
テ
ィ
か
ら

退
店
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大

き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
商

業
施
設
の
弱
体
化
、
約
30
店
弱

の
専
門
店
の
閉
店
、倒
産
、廃
業

が
起
こ
り
、
ア
イ
テ
ィ
内
の
雇

用
の
喪
失
、お
よ
び
ア
イ
テ
ィ

豊
岡
都
市
開
発
㈱
の
倒
産
と
豊

岡
市
が
貸
付
し
て
い
る
７
億
円

が
返
済
不
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
店
舗
が
あ
る
１
階
か

ら
４
階
の
閉
鎖
、
そ
し
て
７
階

の
市
民
プ
ラ
ザ
や
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
の
可
能
性
が

大
き
く
な
る
。
さ
ら
に
、
豊
岡

市
の
玄
関
口
に
幽
霊
ビ
ル
が
出

現
し
、
豊
岡
市
の
イ
メ
ー
ジ
が

極
端
に
悪
化
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

▼
㈱
さ
と
う
が
退
店
す
れ
ば
失

う
も
の
が
多
す
ぎ
る
。
ア
イ

テ
ィ
内
の
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
転
廃
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
結
果
、
ア
イ
テ
ィ
本
体
全

部
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
本
市
と
し
て

官
民
一
体
と
な
っ
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
を
失
っ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
。

　
商
工
業
団
体
、
文
化
活
動
を

し
て
い
る
市
民
プ
ラ
ザ
利
用

者
、
子
育
て
支
援
を
一
生
懸
命

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
も
ア

イ
テ
ィ
存
続
の
多
く
の
署
名
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
本
市
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ア
イ

テ
ィ
存
続
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い

し
た
い
。

ア
イ
テ
ィ
関
連
予
算

逆
転
可
決
！

臨時会修正案に
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多くの報道機関が注目する中、採決は無記名投票で行われた

議　案　名　等
賛
成
す
る
事
項

会　派　名　　・　　議　員　名　　・　　賛　　否

審　
議　
結　
果

新生とよおか とよおか
市民クラブ

日
本
共
産
党
・

あ
お
ぞ
ら

豊
岡
市
会
議
員
団

ひ
か
り

豊
岡
市
議
会

公
明
党

豊
岡
維
新
の
会

新
風
と
よ
お
かA 議長

　��予算決算委員会、臨時会ともに採
決に加わらないので「／」

B 予算決算委員長
　�予算決算委員会の採決に加わらな

いので「／」

Ａ Ｂ

関
貫
久
仁
郎

浅
田
　
　
徹

上
田
　
倫
久

岡
本
　
昭
治

清
水
　
　
寛

田
中
藤
一
郎

土
生
田
仁
志

伊
藤
　
　
仁

井
上
　
正
治

嶋
﨑
　
宏
之

椿
野
　
仁
司

福
田
　
嗣
久

松
井
　
正
志

上
田
　
伴
子

奥
村
　
忠
俊

村
岡
　
峰
男

青
山
　
憲
司

足
田
　
仁
司

西
田
　
　
真

芦
田
　
竹
彦

竹
中
　
　
理

石
津
　
一
美

木
谷
　
敏
勝

2020年10月9日（金）　予算決算委員会                      【第108号議案の中から、アイティ関連予算を除くことに賛成→○、反対→×】

第108号議案　令和２年度豊岡市
一般会計補正予算（第12号）修正案

修正
可決

／ × × × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ×

起立採決により：〇＝11名、×＝10名
2020年10月13日（火）　臨時会

第108号議案　令和２年度豊岡市
一般会計補正予算（第12号）修正案

修正
可決 ／【アイティ関連予算を除くことに賛成・反対】

　　　　　　　　　無記名投票により：賛成＝９名、反対＝13名
否
決

第108号議案　令和２年度豊岡市
一般会計補正予算（第12号）

原案
可決 ／【アイティ関連予算を含めた原案に賛成・反対】

　　　　　　　　　無記名投票により：賛成＝12名、反対＝10名
可
決

第133号議案　令和２年度豊岡市
一般会計補正予算（第13号）

原案
可決 ／【財源に「ふるさと納税」を充てる原案に賛成・反対】

　　　　　　　　　無記名投票により：賛成＝13名、反対＝９名
可
決

“Pickup”
第108号議案は、アイ
ティ4階フロアを市が取得
し、「子育て支援総合拠点」
および「生涯学習サロン」（旧
いずたや跡地から場所を変
更）を同フロアに整備する
アイティ関連予算を含
む補正予算案です。

1　事業内容
　アイティ4階フロアを市が取得し、雨天・荒天時でも
のびのびと親子らで遊べるキッズランドを中心に、地方
創生を先導する子育て支援総合拠点を整備する。
　あわせて、高齢者等の学びや市民の交流拠点「生涯学
習サロン」を同フロアに整備する。

2　事業スケジュール（予定）
　⑴　子育て支援総合拠点整備：2021年11月 オープン
　⑵　生涯学習サロン　　　　：2021年 4 月 オープン

3　事業費概算額　  総事業費� ：7億2,800万円
　⑴　子育て支援総合拠点整備� ：5億4,350万円
　　①フロア取得費（2,842㎡） � ：3億2,430万円
　　②整備費（事務費含む）� ：2億1,920万円
　⑵　生涯学習サロン� ：1億8,450万円
　　①フロア取得費（400㎡） � ：　　4,570万円
　　②整備費（事務費含む）� ：1億3,880万円
4　財源内訳
　⑴　国・県からの交付金・地方交付税�：5億1,600万円
　⑵　ふるさと納税　　　　　� ：2億1,200万円

意見が分かれた議案の賛否一覧表  掲載のない議案は全会一致で可決されました。
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12 ○
上田伴子

木谷敏勝 松井正志 青山憲司上田倫久

石津一美
委員長
岡本昭治

副委員長
竹中　理

2019年度
政務活動費
会派別支出状況
2019年4月1日～
　　2020年3月31日

※会派の交付額：1人あたり月10,000円
所属
会派 議員氏名 交付額 支出額（内訳） 支出額合計 執行率 返納額

新
風
と
よ
お
か

浅田　　徹
上田　倫久
岡本　昭治
木谷　敏勝

関貫久仁郎
清水　　寛
田中藤一郎
土生田仁志

960,000円

・調査研究費：954,356円
（福岡県福岡市・大牟田市・太宰府市、明石市、
滋賀県湖南市視察旅費、兵庫県知事、および
担当部局面談旅費、コピー代）
・資料購入費：5,644円

（市議会手帳）

960,000円 100.00% 0円

と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ

伊藤　　仁
井上　正治
嶋﨑　宏之
椿野　仁司

福田　嗣久
松井　正志
井垣　文博

800,000円

・調査研究費：6,052円
（コピー代）
・研修費：793,948円（沖縄県那覇市・浦
添市、福井県越前市、石川県加賀市視察旅費、
兵庫県知事、および担当部局面談旅費）

800,000円 100.00% 0円

ひ
　
か
　
り

青山　憲司
足田　仁司
西田　　真

360,000円

・調査研究費：263,096円
（沖縄県うるま市・名護市視察旅費、コピー代）
・研修費：96,160円

（市町村議会議員特別セミナー受講費・旅費）
・資料購入費：744円

（市議会手帳）

360,000円 100.00% 0円

日
本
共
産
党
・

あ
お
ぞ
ら
豊
岡
市
会
議
員
団

上田　伴子
奥村　忠俊
村岡　峰男

360,000円

・調査研究費：357,856円
（沖縄県豊見城市・宜野湾市、大分県日田市・
福岡県大牟田市視察旅費、コピー代）
・資料購入費：2,144円

（市議会手帳）

360,000円 100.00% 0円

豊
岡
市
議
会
公
明
党

芦田　竹彦
竹中　　理

240,000円
・調査研究費：236,785円

（沖縄県うるま市・名護市視察旅費、市町村
議会議員特別セミナー受講費・旅費、コピー
代）

236,785円 98.66% 3,215円

※豊岡維新の会は交付申請未提出（辞退）

政務活動費

政務活動費と
は何ですか？

　地方自治法や豊岡市議会政務活動

費の交付に関する条例等の規定に基

づき、議員が市政に関する調査研究

その他の活動に資するための経費と

して使用されます。

交付額は？
　申請を行った会派に対し、会派所属議員1人当たり月額10,000円が交付されます。

どういう活動に使った
の？

　収支一覧は下表のとおりです。市

ホームページでも公開しています。

議会広報広聴特別委員会

（2019.11.20逝去のため12月以降は交付なし 　）


